
仙台市立病院後期臨床研修プログラム

　産　婦　人　科

診療内容と実績

産婦人科部長

プログラムの目的と特徴

研修内容と到達目標

■短期研修

■1年研修

■2年研修

　産科では，妊娠経過が順調であるか，妊娠に関連した異常，妊娠中の偶発
合併症など，妊娠中の異常の早期発見に努めています。
　婦人科では，感染症（腟炎，頚管炎，卵管炎，骨盤腹膜炎など），腫瘍（子宮
筋腫，卵巣腫瘍，子宮癌，卵巣癌など），性器脱（子宮脱，膀胱脱など），月経
困難症（含子宮内膜症），内分泌異常（無月経，機能性出血，プロラクチン関
連疾患など），更年期障害，骨粗鬆症などの診断と治療を行っています。
　

　１年目の知識，技能を生かし，主治医として診断から治療まで総合的に計画をたて，実行することがで
きるようになる。
　・指導医と共に産科，婦人科の入院患者を受け持ち，基本的な診察能力を身に付ける
　・産科外来を担当し，胎児超音波診断，正常，異常妊娠の外来管理を理解する
　・婦人科外来を担当し，超音波検査，内分泌検査，不妊検査，病理組織検査などを理解して
　 治療方針を立案する
　・悪性腫瘍の早期診断，集学的治療を理解する
　・産婦人科当直を行い，正常分娩，異常分娩，婦人科救急疾患に対応する
　・手術（帝王切開，婦人科開腹手術，腹腔鏡下手術）の手術，助手を行う
　・学会，研究会，カンファレンスに積極的に参加し発表する

大槻　健郎

　当院は仙台市における周産期医療の拠点病院のひとつであるとともに，救命救急部があるため急性期の
重症な症例の受け入れを行っている病院です。産科分野，婦人科分野ともに，より多くの疾患や手術，分
娩を限られた期間内で研修することができる環境にあります。１年目研修より，分娩に際しては直接介助を，
基本的な手術に関しては術者を経験できます。

　女性特有のプライマリケアを研修するため，婦人科疾患および妊娠関連の症状，所見，緊急治療行為
について症例を通じて習得する。具体的には，産婦人科領域の基本的な診療能力を身につける。
　・指導医と共に産科，婦人科の入院患者を受け持つ
　・産婦人科初診患者の問診を行い，指導医と共に診察する
　・指導医と共に産科当直を行い，正常分娩の管理を行う
　・手術（帝王切開，婦人科手術）の助手を行う
　・カンファレンスに積極的に参加する

　プライマリケアに加えて，産婦人科の周産期，腫瘍，不妊症の各分野における基礎的な診断能力を病
棟業務，外来業務，手術などの経験を積んで身に付ける。
　・指導医と共に産科，婦人科の入院患者を受け持ち，基本的な診察能力を身に付ける
　・産科外来を担当し，胎児超音波診断，正常妊娠の外来管理を理解する
　・婦人科外来を担当し，良性，悪性腫瘍の超音波診断，性感染症の診断，治療を学ぶ
　・産婦人科当直を行い，正常分娩，正常新生児の管理，婦人科救急疾患に対応する
　・手術（帝王切開，婦人科開腹術，腹腔鏡下手術）の術者，助手を行う
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